









1984 年	4 月　日本体育大学助手（1987 年 4 月再任用）
1987 年	3 月　日本体育大学大学院体育学（科学）修了
1991 年	4 月　学校法人日本体育会（日本体育大学）
























































































































所した．部員は 100 名を超える大所帯，宿舎は 3
箇所に分かれていた．高校時代のチャンピオンク
ラスが 1 年次から入所する第 1 合宿所，2 年次か
ら入所する第 2 合宿所，そして各部と一緒の第 1
体育寮となっていた．
第 1 合宿所は大学から徒歩 1 分と最高の場所に
あった．1 階は大家さん，2 階が寝室として 24 名
分の二段ベッド，自分の居場所はベッドのみ，3
階は居間と食堂となっていた．1 年生は週 1 回の
食事当番，朝食はご飯と味噌汁を作り，簡単な 1
品と先輩が注文する卵料理を作らなくてはいけな



































































































































































標として 2008 年北京，2012 年ロンドンのオリン
ピックを目指すこととし，2000 年のシドニー出
場者の年齢 22 歳～ 29 歳を参考として，また日本
の過去の金メダリストの年齢層が 24 歳～ 26 歳で
あることも踏まえた中で強化を進めた．



























校では 2,400 人足らず，全体でも 10,000 人を少し
超えるほどである（2018 年現在）．イランは国技







































1/3	，所属練習 1/3，大会や海外遠征 1/3 という
割合でロンドンまで続ける計画を立て実行するこ
ととした．選手達はジュニア時代の積み重ねと刷
り込みがあるので，本当に厳しいトレーニングを
やり遂げてくれた．あまりのきつい練習に選手が
「死ぬー」，私はそれに合わせて「死ねー」と．選
手は諦めの境地なのか，笑って反応してくれてい
た．
真摯に取り組んだ選手たちの存在が，結果とし
て数多くの国際大会などでメダル獲得，それがさ
らなる自信にも繋がり，彼らは全てにおいて成長
した．金メダル候補が数多く生まれ，そして
2012 年ロンドンオリンピックでは米満達弘選手
が私以来の 24 年ぶりの金メダル獲得に輝いたの
である．最低あと 2 個と期待していたが，そこで
は課題も浮き彫りとなった．
5. 今後の課題とスポーツの価値
①日本レスリング協会の強化の課題
強化委員長として取り組んだロンドンオリン
ピックを総括すると，1）ジュニア期の海外遠征，
2）タレントの発掘，底辺の拡大，3）指導者の養
成・確保などの課題が挙げられる．たらればでは
あるが，この課題が克服されれば，もっと多くの
金メダルを獲得できたと思っている．
今後の日本スポーツ界，日本レスリング界が更
に発展することを期待しています．
②生き方，スポーツの価値，日体大の後輩へ
最後にスポーツ選手としての生き方を 4 つ挙げ
たい．1）大きな夢を持ち，2）目標を明確にし，3）
妥協せず真剣に取り組む心構え，4）人間は無限
の可能性を秘めており，絶対達成出来るという揺
るぎない信念を持って臨むこと．
そして「挑戦した人だけにチャンスはある」と
いうことであり，チャレンジ精神を持って何事に
も取り組んでもらいたい．
そして学生の皆さんへは著名な方々の言葉を贈
りたいと思います．
「長期的な展望としっかりした目標を持ち，懸
命に努力を重ねればその一念は必ず叶う」（	ノー
ベル生理学・医学賞受賞／山中伸弥）
「夢や目標を幾つになっても持ち続ける．その
夢は自分でつくり，実現するための努力をしな
きゃいけない」（冒険家／三浦雄一郎）
「失敗はありますよ．しかし成功するまで続け
たら，失敗はない．成功とは，成功するまで続け
ることだ．	成功するまでやる．成功するまでそ
の志を変えない．極めて簡単なことだけれど，往々
にしてそれができない．」（経営の神様／松下幸之
助）
「大人になった私たちが子供の頃のように野球
がしたい，少しでもうまくなりたい	という思い
をキープすることができたらずっと向上し続ける
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ことができます」（メジャーリーガー／イチロー）
人に共通する人生の目的，生きる意味は幸せと
思いますが，職人の世界の言葉で「お金を残すの
は三流，技（名）を残すのは二流，人を残すのは
一流」という言葉があります．ロンドンオリンピッ
クの経験は本当に素晴らしい選手やコーチ，サ
ポートスタッフと出会いに恵まれたと実感してい
ます．金メダルを目指す過程で成長した素晴らし
い彼ら（人）を残したように思います．
これこそがスポーツの価値であり，選手として
指導者としてスポーツ，レスリング，そしてオリ
ンピックの経験によって得られた幸せと実感して
おります．
※ 1	ドーピング再検査で禁止薬物に陽性反応を示
したとして，銀メダリストワシル・フェドル
イシン（ウクライナ）が失格
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